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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第84号（2022年4月）

問 	 渥美半島たはらブランドを含め、今後の地域ブラ
ンド力の向上に向けた取り組みは。

答  新たな取り組みとして渥美半島たはらブランドプ
レミアムの商品開発を行うなど、ブランド力向上
に向けた先導的事業として積極的に取り組みを進
めている。

問 	 地域の人々と多様に関わる関係人口の増加を効果
的に進めていくための、セールス活動の取り組み
は。

答  特産品等の返礼品を通じて市の魅力を全国に発信
する、ふるさと納税制度の活用や、本市の魅力に
触れ、たはらファンになってもらう体験型観光「観
光体験博覧会たはら巡り～な」の企画、その他に
もＳＮＳでの発信や、首都圏でのプロモーション
活動、サーフィンをはじめアウトドアスポーツの
ＰＲなど、市民や事業者等と連携して様々な取り
組みを行っている。

問 	 ふるさと納税制度と体験型観光は本市産業の活性
化にも影響し、工夫次第で効果が大きく変わる取
り組みと考えるが、今後の展開は。

答  ふるさと納税制度は本市と市外の人とをつなぐ重
要なツール。コロナ禍で高まっているマイクロ
ツーリズム需要を捉えるため、市内での体験や宿
泊、飲食などが行える体験型返礼品など、さらに
魅力ある返礼品の拡充を図っていく。また、体験
型観光は、新たな観光資源である伊良湖温泉を結
び付けたウェルネスツーリズムの展開など、観光
客に選ばれる魅力ある旅行商品の造成を図ってい
く。

問 	 定住・移住促進に向けた新たな取り組みは。
答  実証実験的に行う移住希望者への地域滞在支援

や、市街地における民間宅地開発への支援などを
実施し、社会に浸透しつつあるテレワーク移住や、
地方移住の流れを捉えた移住促進、また、土地の
流動化と市街地への定住誘導を図っていく。

地域ブランド力の向上とシティセールスの推進について

実証実験的に移住希望者への地域滞在支援などを実施する

定住・移住促進に向けた新たな取り組みは
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